
 

賛美
来たれ。私たちは伏し拝み、ひれ伏
そう。私たちを造られた方、主の御
前に、ひざまずこう。      詩篇　95:6 
                           　　　 
御霊も花嫁も言う。「来てくださ
い。」これを聞く者は、「来てくだ
さい」と言いなさい。渇く者は来な
さい。いのちの水がほしい者は、そ
れをただで受けなさい。 
　　　　　　  ヨハネの黙示録 22:17 

私はあなたの聖なる宮に向かってひ
れ伏し、あなたの恵みとまことをあ
な た の 御 名 に 感 謝 し ま す。                                    　　　　　　　　　　　   
詩篇　138:2                                   

ハレルヤ。万物の支配者である、わ
れらの神である主は王となられた。
私たちは喜び楽しみ、神をほめたた
えよう。小羊の婚姻の時が来て、花
嫁はその用意ができたのだから。 
        　　　 ヨハネの黙示録　19:6~7 

	      	 	 

告白
人の子が来たのも、仕えられるため
ではなく、かえって仕えるためであ
り、また、多くの人たちのための、
贖いの代価として、自分のいのちを
与えるためなのです。 
                            　              マルコ 10:45 

感謝
信仰によって、サラも、すでにその
年を過ぎた身であるのに、子を宿す
力を与えられました。彼女は約束し
てくださった方を真実な方と考えた
からです。        　　　ヘブル　11:11                      

                         　                          

創世記: 23:1 ~25:18  

列王記:第一：1:1~31 

マタイ 1:1~17, ヨハネ  4:3~14 

ヘブル11: 11~16 

私たちの主である神は天と地とを置かれます。そして人類の各世代を
置かれます。今週のパーシャは、サラの127歳での死の経緯を語って
いますが、題名を「サラの一生」としています。彼女の生涯は127歳
であった、と記している最初の一文から、私たちはすでに多くのこと
を学ぶことができます。私たちの女性族長サラはどんなに満ち足りた
人生を送ったことでしょう。そしてその人生は今でも私たちの世代に
まで脈々と語り継がれています。 

愛するサラを悼む期間を経てその埋葬を済ませた後、アブラハムは息
子イサクのために花嫁を探してきて欲しい、と彼の僕に言います。井
戸のほとりにいた僕とそのらくだに、リベカが走り寄って水を飲ませ
るシーンが私は大好きです。ご存じの通り、アブラハムから指示され
た旅の目的は達成されます。リベカはイサクの花嫁となるのです！リ
ベカはまさに優しさ（chesed、へセド）の資質と、サラによって例示
された他の人に奉仕する心を体現しています。 

今週、子供たちのためにとりなしの祈りを捧げるにあたり、
この先代の母たちの資質を思い出してお祈りしましょう。この
聖書の時代から現代の私たち、そして子供たちへと、世代を通
して遂行される神の完璧なご計画について思いを巡らしましょ
う。私たちの家族と愛する者たちが、感謝をもって神に仕えて
いくことができますように！そして喜びの賛美をもって主の前に
出ていくことができますように！私たちはイエシュアの花嫁です！神
は私たちに心と霊を尽くして主を愛せよ、と（愛をもって！）命じら
れます。飢え渇く者には主の命の水で満ち足りるようにすべく、待っ
ていてくださいます。私たちも隣人に愛を示し与える神の花嫁として
歩むことができますように！そして神に全霊を捧げていくことができ
ますように！ 

ハエイサラ

Chayei Sarah                      חיי שרה
「サラの一生」

サラの一生、サラが生きた年数は百二十七年であった。  

創世記  23:1 



先生たち
彼女は口を開いて知恵深く語り、そ
の舌には恵みのおしえがある。 
                        　　　　          箴言 31:26 

学校
私たちは、ことばや口先だけで愛す
ることをせず、行いと真実をもって
愛そうではありませんか。　　 
　 　　     　ヨハネの手紙　第一3:18   


会衆
ですから、愛されている子どもらし
く、神にならう者となりなさい。 ま
た、愛のうちに歩みなさい。メシア
もあなたがたを愛して、私たちのた
めに、ご自身を神へのささげ物、ま
た供え物とし、香ばしいかおりをお
ささげになりました。  エペソ  5:1~2 
                          　　　　 

イスラエル
主よ。どうかみこころによって私を
救い出してください。主よ。急い
で、私を助けてください。私のいの
ちを求め、滅ぼそうとする者ども
が、みな恥を見、はずかしめを受け
ますように。私のわざわいを喜ぶ者
どもが退き、卑しめられますよう
に。          　　    　 詩篇　40: 13～14 

ああ、イスラエルの救いがシオンか
ら来るように。主が御民の繁栄を元
どおりにされるとき、ヤコブは楽し
め。イスラエルは喜べ。   詩篇 14:7 
                                   
エルサレムの平和のために祈れ。あ
なたを愛する人々が安らかであるよ
うに。                                    詩篇　122:6 

とりなし
…………、は賜物を受けているのですから、神の様々な恵みの
良い管理者として、その賜物を用いて他に仕えていくことが
できますように。…………、が語るのであれば、神のことばに
ふさわしく語り、…………、が奉仕をするのであれば、神が備
えてくださる力によって、ふさわしく奉仕することができま
すように。すべてにおいて、イエス・キリストを通して神が
あがめられるためです。この方に栄光と力が世々限りなくあ
りますように。                                                             1ペテロ4:10-11 
                                                                                                            
…………、、柔和で穏やかな霊という朽ちることのないものを
持つ、心の中の隠れた人を飾りとしなさい。それこそ、神の
御前で価値あるものです。                                               1ペテロ3:4 

… … … …、が喜びをもって主に仕えることができますよう
に。…………、が喜び歌いつつ御前に来ることができますよう
に。                                                                                            詩篇 100:2 
                                                                                                                                                                                            
親の皆さんへ:私たちの子どもたちを信じるにあたって、約束
してくださった方は真実な方ですから、私たちは動揺しない
で、しっかりと希望を告白し続けようではありませんか。 
                                                                                            ヘブル     10:23  

   祝祷
わが子よ。あなたの父の訓戒に聞き従え。あなたの母の教えを捨ててはならない。それらは、あなたの

頭の麗しい花輪、あなたの首飾りである。　箴言1:8~9 

リベカ 創世記　24:18~19 


